
 

 

 

                                                     

 

 

 

教育目標 「向上心に燃え 心身ともにたくましく 実践力のある生徒」 

 
 

 

 

 

 

 

いじめ見逃しゼロ 
校長 櫻井 直人 

 

 猛暑の続いた夏もようやく終わり、さわやかな季節となりました。生徒たちは、各種行事に一生懸命取り組み、絆

つくり、思い出つくりと自らの成長を続けています。様々な生徒たちがいますが、何よりも健やかな心身の成長を願

っています。 

 

 さて、新潟県では10月を「いじめ見逃しゼロ強調月間」に指定し、各学校では、様々な取組を実施しています。

当校でも10月31日（火）吉川小学校と合同で「いじめ見逃しゼロスクール集会」を開催します。いじめの認知に

ついては、年間を通じて、人権学習、全職員での見守り、毎週水曜日のアンケート、定期的な教育相談、スクールカ

ウンセラーの紹介など、「未然防止」「早期発見」「即時対応」を心掛けています。 

 平成25年に「いじめ防止対策推進法」という法律が制定されました。その第2条に、以下のように「いじめの定

義」が記載されています。 

児童等に対して、当該児童等が在籍する学校に在籍している等、一定の人的関係にある他の児

童等が行う心理的または物理的な影響を与える行為(インターネットを通じて行われるものを含

む)であって当該行為の対象となった児童等が心身の苦痛を感じているもの 

ポイントは3つです。 

 「一定の人的関係」…同級生など顔見知りということです。無関係の人とは、いじめは成立しません。 

 「心理的または物理的な影響を与える行為」 

          …なぐる・ける、などはもちろん、仲間外し・悪口・無視なども入ります。 

 「心身の苦痛」  …その行為を受けた人が苦痛を感じたらいじめとなります。極端な例では、「お  

  はよう」とあいさつされて苦痛に感じたらいじめです。やった側の感情には関 

係なく「そんなつもりではなかった」は通用しないのです。 

令和4年度、新潟県の小・中・高校・特別支援学校で認知されたいじめの数は、約2,1000件と大変な数です。

「うちの学校に限って」という考えではなく、どこの学校でもどの生徒にも起こりうるのが「いじめ」だととらえな

くてはいけません。 

 いじめ防止の最も有効な手段は、未然防止です。つまり「いじめをしない、おきにくい生徒と集団の育成」です。

授業で「いじめは悪いことなのでやめましょう」と教えると、すべての子どもが「その通り」と答えます。いじめは

悪いことだとみんな知っているのです。しかし、その悪いことが起きてしまう。なぜ、いじめが起きてしまうのかを

徹底的に子どもたちが考えることが大事です。 

 

 昔の映画で「相手の考えていることが一瞬でわかる能力」を持った人の物語がありました。そんな能力があればい

じめもなくなるんだろうなと感じました。でも、そんな能力はありません。自分の行為が周囲にどういう影響を及ぼ

すか、考えて行動することが大事なのではないでしょうか。 
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＜地域の方と取り組んだやったれ祭り＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 8月5日3年生を中心に「やったれ祭り」に参加しました。総合的な学習の時間を使い、祭り実行委員会の方々

の話を聞きながら自分たちに何ができるか考え、準備してきました。当日は、屋台や神輿を通して地域の祭りに貢献

できました。また、吹奏楽部も演奏で盛り上げるなど、吉川中学校の活躍をいたるとこで褒めていただきました。今

後の糧にしています。 

 

＜青春を燃やした体育祭＞ 

 

９月２日、令和5年度吉川中学校体育祭が実施されました。猛暑対策のため、午前開催となりましたが、無事、全

種目することができました。競技については、最後まであきらめることなく全力を尽くしました。また仲間のみなら

ず、相手軍にも大きな声援を送っていました。応援合戦やパネルも見事でした。保護者や地域の皆様も大勢観覧して

いただき、とても盛り上がりました。この体育祭に関係したすべての人たちに感謝です。 

 

＜小中連携のあいさつ運動＞ 

 

 

 

 

 

 

 

  

小学校と連携し、あいさつ運動を実施しました。９月20日～22日の３日間、各学年の有志が小学校に集合し、行

いました。小学生も列に加わって盛り上げてくれました。小学生と気持ちを通わせる一場面になりました。少しずつ

改善を加えながら、より有意義な活動にしていってほしいと思います。 

 

 



 

 

＜各部活動の成果＞ 

 

 特設陸上部は９月８日に高田城址公園陸上競技場で新人大会が行われました。男子走幅跳で２年生 D・Nさんが

５位に入賞しました。また、参加メンバーは、緊張感の中、日頃の成果を出そうと考えながら参加しました。結果、

多くの自己ベストを出すことができました。９月 28 日には各種大会が行われました。男子ソフトテニスは、オープ

ン参加での出場となりましたが、特設のペアを組み各校と対戦することで、さらなる上達の手ごたえを感じることが

できました。女子ソフトテニスもオープン参加でした。中体連の関係各位の理解を得て、貴重な体験をすることがで

きました。ソフトテニス部全体として来年の中体連の大会を見据えて努力を重ねることを願っています。 

吹奏楽部は、９月23日、保護者

の皆様を招いてのサマーコンサー

トを開催しました。この演奏が3年

生を交えての最後の演奏となりま

した。今までの思いを、表現する大

切な場面となりました。1，2年生

は、12月に行われるアンサンブル

コンテストに向けて、気持ちを合

わせていくことになります。科学部は、９月 26 日にユートピアくびきで行われた科学研究発表会に参加してきまし

た。４月から取り組んだ研究の成果を発揮し、県大会への出場を決めました。当日は、夏休みを利用して行った研究

をまとめた１，２年生と共に３人で発表してきました。 

 どの部も顧問や指導者の助言を基に主体的に取組を進め、成果を表しています。これからも限られた時間で最大限

の成果を生み出せるよう、目標を明確に持ち、工夫して取り組むことを期待しています。 

 

＜非常時に備えて避難訓練実施 ～煙体験～＞ 

10 月５日に火災を

想定した避難訓練を実

施しました。頸北消防

署から４名の消防士を

招き、避難の様子を観

察したうえで、指導を

いただきました。「訓練

は本番のように、もし

本番になったら落ち着

いて訓練のように」という消防士さんの言葉に共感する生徒が多くみられました。その後、煙の部屋を作ってもらい、

煙で前が見えない不安感を体験しました。今後も、非常時に落ち着いて行動できるよう取り組んでいきます。 

 



 

 

11 月の予定 

 

※予定は都合により、変更する場合があります。ご了承ください。 

日 曜 行    事 1 2 3 4 給食 5 6 部活

1 水 生徒会選挙立候補受付（～８日） 〇 〇 〇 ○ ☺ ○ ○ なし

2 木 〇 〇 ○ ○ ☺ ○ ○ ●

3 金 《祝》文化の日

4 土

5 日

6 月 ○ ○ ○ ○ ☺ ○ ー なし

7 火
MSW③　放課後学習
テスト前部活停止 ○ ○ ○ ○ ☺ ○ ○ なし

8 水 上進連③ 〇 〇 〇 ○ ☺ ○ ○ なし

9 木 放課後学習 〇 〇 ○ ○ ☺ ○ ○ なし

10 金 放課後学習 〇 〇 ○ ○ ☺ ○ ○ なし

11 土

12 日

13 月 定期テスト テ テ テ ○ ☺ ○ ー なし

14 火
定期テスト
上越市教職員一斉研修

テ テ ○ ー なし ー ー なし

15 水 学級優先日 〇 〇 〇 ○ ☺ ○ ○ ●

16 木 〇 〇 ○ ○ ☺ ○ ○ ●

17 金 校内球技大会 〇 〇 ○ ○ ☺ ○ ○ ●

18 土

19 日

20 月 ○ ○ ○ ○ ☺ ○ ー なし

21 火 全校朝会 ○ ○ ○ ○ ☺ ○ ○ ●

22 水 専門委員会 〇 〇 〇 ○ ☺ ○ ○ なし

23 木 《祝》勤労感謝の日

24 金 入試進路説明会 〇 〇 ○ ○ ☺ ○ ○ ●

25 土

26 日

27 月 ○ ○ ○ ○ ☺ ○ ー なし

28 火 ○ ○ ○ ○ ☺ ○ ○ ●

29 水 〇 〇 〇 ○ ☺ ○ ○ なし

30 木 租税教室（５限３年） 〇 〇 ○ ○ ☺ ○ ○ ●
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